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ある当事者への多様な支援の必要性を示してい
る。国の施策に伴い、臨床心理学の専門性を活
かした子育て支援への期待は大きく（鬼塚，
2017）、保護者や保育者等を対象とした心理支
援の取り組みが実践されている。そのなかの一
つに幼稚園における心理支援の取り組みがある。
幼稚園における心理支援は、2003 年に大阪府私
立幼稚園連盟が「キンダーカウンセラー事業」
を全国に先駆けて開始した。2005 年に文部科学
省が「幼児教育の充実のための具体的方策とし
て、教員と保護者を支援する保育カウンセラー
を導入し、活用しやすくなるような方策を検討

1　問題と目的

　こども家庭庁（2023）の「今後 5 年程度を見
据えたこども施策の基本的な方針と重要事項等
～こども大綱の策定に向けて～（答申）」では、

「子育て当事者が、経済的な不安や孤立感を抱い
たり、仕事との両立に悩んだりすることなく、
また、過度な使命感や負担を抱くことなく、健
康で、自己肯定感とゆとりを持って、こどもに
向き合えるようにすること」が重要であるとし、
子育てや教育に関する経済的負担の軽減や、地
域子育て支援の推進など、困難な子育て環境に
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する必要がある」と答申を出し、同年に幼稚園
や家庭等を支援する体制の整備を目指し、東京
や千葉、愛知等の全国 7 都市で「幼児教育支援
センター事業」として保育カウンセラー等の専
門家からなる幼児教育サポートチームが設置さ
れた。2009 年には京都府私立幼稚園連盟が「キ
ンダーカウンセラー派遣事業」を開始し、兵庫
県でも「私立幼稚園等子育て支援カウンセラー
事業」が行われている。また、文部科学省

（2021）は学校教育法施行規則の一部を改正し、
「スクールカウンセラー及びスクールソーシャル
ワーカーに関する規定を幼稚園に準用させるこ
と」を示し、幼稚園における心理臨床の専門家
の配置が推進されている。幼稚園における相談
活動には、自治体や教育委員会等による巡回相
談も実施されているが、頻度が少なく単発の相
談になりがちである。一方、キンダーカウンセ
リング事業や保育カウンセリング事業では、カ
ウンセラーが定期的に幼稚園を訪問するため連
続的で、外部専門家ではなく園内にいて支援に
取り組むことができる（大西・國久，2018）と
いう特徴がある。幼稚園におけるカウンセラー
の役割には、保護者支援、保育者支援、子ども
支援があげられ（安家・邨橋・菅野ら，2004）、
保護者からの子育ての悩みや発達上の不安に関
する相談、保育者からの子どもへの関わり方や
発達上の問題に関する相談などの期待が特に高
いと指摘されている（竹中，2008）。また、幼
稚園におけるカウンセリングは、1 回の面接で
解決を望んでいることが多く通常のカウンセリ
ングよりも助言の比率が高くなる（竹中，2007）
ことや、非指示的な対応のみに終始すると不信
感を抱いて中断となる危険性がある（菅野，
2004a）との指摘もあり、幼稚園におけるカウ
ンセラーの役割や、カウンセリングの方法には
独自性があると推察される。
　そこで本研究の目的は、幼稚園におけるカウ
ンセラー（キンダーカウンセラー・保育カウン
セラー）の実践内容と、期待される役割、効果
的な実践を行うために必要な技能について、本

邦で 2011 年以降に公表された文献による検討
を行い、幼稚園における心理支援の特徴を理解
し、さらなる発展の一助とすることである。

2　方法

（1）対象文献の選定方法
　2023 年 7 月 8 日に CiNii Research を用いて
文献検索を行った。検索対象は2011年から2023
年に公表された論文で、検索語は「（幼稚園
AND カウンセラー）OR キンダーカウンセラー
OR キンダーカウンセリング　OR 保育カウンセ
ラー OR 保育カウンセリング」とした。重複を
除外して 43 件の論文を特定した。タイトルと
抄録から一次スクリーニングを実施し、総説 11
件、書評 1 件、文献研究 1 件、幼稚園以外の研
究 5 件、カウンセラー以外の支援に関する研究
2 件の合計 20 件を除外した。23 件の論文が二
次スクリーニングの対象となり、著者 3 名で全
文を確認し、幼稚園以外の研究 8 件、カウンセ
ラー以外の支援に関する研究 1 件の合計 9 件を
除外し、14 件を分析対象文献とした。文献選定
のフローチャート（図 1）は Preferred Report-
ing Items for Systematic Reviews and Meta-
Analyses（ PRISMA ）（ Moher・Liberati・
Tezlaff et al., 2009）に基づいて作成した。

（2）対象文献のデータ分析方法
　本研究では、幼稚園におけるカウンセラー（以
下、KC と表記する）の実践活動について、各
論文から得られた結果を「保育者支援」「保護者
支援」「園児支援」「他機関との連携」「KC に期
待される役割と必要とされる技能」の 5 項目に
分類して分析した。

3　結果と考察

（1）研究の特徴
　対象文献 14 件の著者名、発行年、研究目的、
研究対象、研究方法、主な結果を表1に示す（以
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下、14 文献については A ～ N で表記する）。定
量的研究は 2 件（14.3％）、定性的研究は 12 件

（85.7％）で、うち6 件は事例研究であった。研
究内容を分類したところ、保育者支援に関する
知見が示されていた研究は 10 件（A，B，D，E，G，H，J，K，L，N）、
保護者支援は 8 件（B，C，H，I，J，L，M，N）、園児支援は 7 件

（B，C，E，F，H，J，L）、他機関との連携は4 件（C，E，H，I）、KC に
期待される役割と必要とされる技能については
7 件（B，C，E，F，J，L，N）であった。
　全14 件のうち定量的研究は2 件に留まり、定
性的研究が中心であった。キンダーカウンセリ
ングは実践の歴史が浅く、十分な事例数や量的
データの収集が困難なことから、定量的研究が
少なく定性的研究が多い可能性がある。KC の
役割や効果を明確化するためには、定量的研究

も含めて多様なデータの収集と検証が必要と考
えられ、今後の課題といえよう。研究内容とし
ては、保育者支援の方法や有効性に関するもの
が多く、保育者支援が KC の中心的な活動とな
っていると推察される。他機関との連携に関す
る報告は少なかったが、幼稚園単独や KC のみ
での対応には限界があるため、園児や保護者へ
のより適切な支援のために、今後は他機関との
連携のあり方について研究することが期待され
る。

（2）保育者支援
　保育者への支援については、関与観察に基づ
いたコンサルテーションや助言、情報共有の重
要性が示されていた（B，D，E，G，H，J，K，L）。

図 1　文献選定のフローチャート
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表 1　分析対象文献
著者 発行年 目的 研究対象 研究方法 主な結果

A 原口 2022
継続的なコンサルテー
ションによる保育者の変
化を考察する。

保育者1名

定性的研究（事例研究）
1事例を提示し保育者としての想
いに着目したコンサルテーション
のあり方を検討した。

KCは子どもの発達を共有できる存在であるからこそ、コンサルが深まる。保育者
の葛藤の背景にある想いをアセスメントし、その想いが保育実践に落とし込めるよ
うにすることが重要と示唆された。保育者としての想いを扱った結果、問題に関す
る捉え方の変化に留まらず、保育者としてのあり方全体に影響を及ぼす根本的な変
化が生じたと考えられる。

B
牧・岸本・
植村ら

2022
KCが幼稚園に「居る」こ
との意義を検討する。

KC3名と特別支援員3名
定性的研究
子どもとのかかわりでの印象的な
エピソードの記述を分析した。

エピソードから抽出された105個の概念をKJ法で4つのカテゴリー（子どもたちの
姿、KCの想い、心理臨床実践の基本技術、心理臨床実践の基本姿勢）に分類し
た。さらに「KCの主観的体験の構造」を示し、心理臨床実践の基本と、子どもと
KCの相互作用の重要性を指摘した。

C 下温湯 2020
未就園児の母親に子の発
達や感情を伝えるKCの面
接の意義を検討する。

母児同室面接3事例

定性的研究（事例研究）
母児同室の面接記録から、子の行
動と発達の把握、母親への支援に
ついて検討した。

「母親」「子ども」「KCの役割」の観点で面接の意義を検討した。母親には安心
感の醸成と、子の理解や実行可能な対処法の発見が有用であること、子どもには遊
び体験そのものが発達を促すこと、KCの見立ての限界を心得て発達等の専門機関
へつなぐ選択の必要性を示した。

D 日光 2019
気になる子どもの保育に
対する教師の効力感とKC
事業の効果を検討する。

KC事業を実施している幼
稚園（46園）に勤務する
教師126名

定量的研究
KC事業の実施状況と効果、期待、
保育効力感等について実施したア
ンケート調査を分析した。

保育観察、カンファレンス、アセスメントなど教師や在園児にとって直接的な支援
がよく実施され、地域の子育て家庭へのカウンセリング、子育てに関する講演など
間接的な支援は少なかった。効力感については、間接的支援経験がある者、保育経
験年数の長い教師の方が有意に高かった。

E 大西・國久 2018
幼稚園での発達障害児へ
の対応におけるKCの役割
を検討する。

KC1名（筆者）と教職員
14名

定量的研究
幼稚園1園の平成25から28年度の
利用件数等のデータと、KC事業へ
の教職員の満足度を分析した。

利用件数は年々増加しており、発達に関する相談が最も多く、他園より教員との情
報交換や園児の直接観察が多く、教職員の満足度は高かった。KCの役割は①定期
的に園内で子どもの様子を把握し現状に至る背景を説明する、②今後のリスクや成
長の可能性を教員と保護者が共有できるよう橋渡しする、③今ここでできる対応の
工夫を提供する、ことがあげられた。

F 森岡 2018
園児の心の育ちに関わる
キンダーカウンセリング
のあり方を検討する。

園児1名

定性的研究（事例研究）
園児と直接関わったエピソードを
提示し、キンダーカウンセリング
で活かされる支援を検討した。

キンダーカウンセリングは幼稚園が心を育む良い器になるように関わる養育的な心
理臨床である。聴き手を得て語ることで、子どもが自分自身を受け入れ、主体的な
存在になる道が開かれる。子どもの思いをわかろうとして声を聴くことそのものに
キンダーカウンセリングの心理臨床の専門性が活かされる。

G 原口 2017
保育カウンセリングにお
ける保育者支援のあり方
を検討する。

保育者1名

定性的研究（事例研究）
保育者との1年間のコンサルテー
ション過程から、保育者支援のプ
ロセスと方法を考察した。

保育者支援において、その第一段階として保育者の悩みや不安を「共に抱える」こ
とで保育者を支え、第二段階では園児の直接観察に基づく見立てを保育者の理解と
合わせて共に検討した後、第三段階である「見守る」支援に移る、といった三段階
のプロセスが提示された。

H
藤枝・森
田・新井

2015
特別支援園内研修の経験
から、今後の課題を検討
する。

KC1名（筆者）

定性的研究
特別支援園内研修での経験を７つ
の観点に区分し、今後の支援の課
題について検討した。

限られた回数で実施される特別支援園内研修での経験から、保育者・子ども・保護
者との関係づくりの際に心がけた点や急な変更に対する対応策、子育て支援への取
り組みについて提示された。また、他機関との連携や就学支援、卒園後の情報交換
の必要性が示された。

I 藤田 2013
園児の母親に対するグ
ループカウンセリングの
意義を検討する。

幼稚園のグループカウン
セリングに参加した30-
40代の母親延べ18名

定性的研究（事例研究）
4種類のテーマで実施したグルー
プカウンセリングの実践を分析し
た。

グループカウンセリングでは「自己開示による心理的体験」「認知の変化」「心理
的知識や手法の習得」が促進される。信頼できる空間で困りごとを他の母親と共有
することは、安定した育児環境の形成や本来持っている自己成長力や潜在的可能性
の促進に寄与すると考えられる。ファシリテータは母親を守りつつ「自己」「他
者」「社会的集団」という多角的視点からの思考を促進することが重要である。

J 山下 2011
KCの実践と役割について
検討する。

KC1名（筆者）と園児1
名

定性的研究（事例研究）
私立幼稚園での6年間のKCの実践
を提示し、事例を通してKCの役割
を考察した。

親の葛藤に寄り添い、子どもと直接関わりながらアセスメントすること、保育者と
協働しながら実行と検証を繰り返し保育者が報われるような支援を行うことが重要
である。また、園内外のつなぎ的存在としての役割を担うことが求められている。

K 菅野 2011
KC派遣事業の経過報告
と、園へのアンケート結
果

KC1名（ 筆者）および、
京都府私立幼稚園連盟、
京都府臨床心理士会

定性的研究
キンダーカウンセリング活動とそ
の評価について園へのアンケート
を実施し分析した。

アンケートでは「KCの専門的な見方や対応で園児への理解が深まった」「保育者
が安心して園児に関われるようになり、園全体で子どもを理解しようという姿勢が
できた」「保護者との面接で親子関係が改善した」「専門機関との連携がスムーズ
になった」「もっと具体的な助言が欲しい」「新入園児の見立てを早い段階で教え
てほしい」「回数を増やしてほしい」という意見が出た。

L 坂上 2011
KCの役割について検討す
る。

KC1名（筆者）
定性的研究
KCの活動を提示し、KCの役割を
考察した。

KCの実際の活動からその役割として、①保育時間中の観察、②個別相談、③保護
者を対象にした活動、④保育カンファレンス、⑤地域の子育て支援の５つがあげら
れた。

M 杤原 2011
個別相談事例から、今後
のKC活動の知見を得る。

KC１名（筆者）
定性的研究
個別相談を内容と回数から３つに
分類し、それぞれを分析した。

106名の個別相談を内容と回数で集計し、①面接が1回で終了したグループ、②面
接が数回で終了したグループ、③継続面接を必要としたグループの3つに分類され
た。個別相談においてはこれらの層の違いを念頭に置き、母親のニーズを感じ取り
ながら、それに応じたかかわりが求められている。

N 渡邊 2011
保育者とKCの協働につい
て検討する。

KC1名と保育者

定性的研究
KCによる保護者・保育者支援を提
示し、保育カウンセラー事業の意
義を検討した。

保育カウンセラー事業は、①個別相談を通した子育て不安の軽減や親同士の関係づ
くりを図る保護者の子育て支援の実現と、②保育者の意識改革による保育改善の2
点に分けられる。それぞれの専門性を生かして連携・協働することが子育て環境や
保育環境の改善に重要である。
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　園児たちの日常場面への関与観察を行い（B）、
KC の専門的な視点から園児を見立て、その見
立てを保育者と共有することによって、保育者
は園児への理解を深めることができ、園全体で
共通理解を持って園児に関わることが可能にな
る（K，L）と考えられる。また、保育における意識改
革や保育改善、問題の早期発見と早期対応（D，G）に
も繋がると思われる。このような有用なコンサ
ルテーションを可能にするために、KC は日常
的に園児たちの関与観察や職員との情報交換を
行い（D）、職員間でのカンファレンスへ参加す
る（D）、保育や子育てに関する講演会を実施する（D）

等、保育者のパートナー的役割（E）を担う積極的
な活動が望まれる。発達障害のある園児や、診
断はついていないものの保育の指導上困難を抱
える「気になる子」への対応は、保育者にとっ
て困難を生じやすい（郷間・圓尾・宮地ら，
2008）。そのため保育者は KC に対して子ども
の見立てや保育の方向性に関する助言を期待し
ているようである（H）。このような園児や保護者
への対応の難しさは保育者にとって時に無力感
や不全感を生じさせるだろう。保育者のバーン
アウトを防ぎ、園児たちが幼稚園という生活の
場で自分らしく生き生きと活動できるよう、KC
は心理学的視点から具体的かつ実践可能な提言
ができるような臨床力が求められる。ただ、実
際のところコンサルテーションは、即座に役立
つ支援や助言の提供が難しい場合もあるため、
実践と検証を繰り返しながら保育者が報われる
ような支援（J）を行うことが重要である。
　また、コンサルテーションや情報共有だけに
留まらず、保育者自身への心理的な支援も重要
であると示されていた（A，E，G，N）。
　保育者の葛藤の背景にある保育者としての想
いや信念に耳を傾けることで、目の前の問題の
みならず、保育者としてのあり方といった根本
的な部分にも影響を与える可能性（A）が示唆され
た。加えて、上述のように発達障害のある園児
や未診断の「気になる子」への対応は困難が生
じやすい。特にクラスにおける「気になる子」

の数の多さは、未診断であるがゆえに加配がつ
かず人手不足に陥りやすく、保護者や専門機関
との連携が難しい、対応方法が未確立である等
の要因によって保育者のバーンアウトに影響を
与えると考えられている（木曽，2013）。KC は
このような保育者の抱える困難や悩みに対して
コンサルテーション等を行うとともに、不安や
辛さを共に抱える（G）ことで保育者の孤立を防ぎ、
安心感を与えるような関わりも重要であると思
われる。KC に自身の気持ちや保育への想いを
認められることによって保育者は安心感と自信
を取り戻し、前向きに日々の業務に向かうこと
ができるようになる（N）と考えられ、保育者を支
えることは、間接的に園児たちや保護者の支援
にも繋がる可能性（E）が示唆された。一般的にKC
は幼稚園の保育者等よりも活動時間や頻度が少
なく、毎日の幼稚園生活で継続して園児たちに
関わることは難しい。そのため KC は、日常的
に園児たちと関わる保育者をエンパワメントし、
保育者が安心して自身の能力を発揮して日々の
保育を提供できるような支援が有用であるとい
えよう。保育者が安心して業務に専念できるよ
うになると、間接的に園児や保護者、他の職員、
ひいては園全体への支援に繋がると考えられ、
KC はこのような好循環を生み出す潤滑油のよ
うな役割も担っているといえるだろう。
　以上のように、KC によるコンサルテーショ
ンや保育者への支援は、保育者のみならず園児
や保護者、園全体へも影響を与える可能性が示
唆される。このような支援を可能にするために
KC は園児や保護者のアセスメントのみならず、
クラスや職員間の集団力動や園全体の雰囲気等
へのアセスメントを行うことも重要と考えられ
る。また、日頃から保育者と積極的にコミュニ
ケーションをとって連携し信頼関係を構築しな
がら、何か困ったことがあれば相談できる存在
として KC の存在を認識してもらえるよう心掛
ける必要があると思われる。加えて、木曽

（2013）によると、保育者自身が発達障害につ
いて知っている、対応できると思えるように知
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識や技術を身につけることもバーンアウト予防
に有用とされている。そのため KC は、発達障
害についての情報提供や研修会を開催し、園全
体で発達障害や「気になる子」への理解を深め
る機会を設ける必要もあると思われる。また、
ストレスマネジメントやアンガーマネジメント
等、保育者のセルフケアを目的とした配布物の
作成や研修会の開催等のより予防的な支援も有
用と考えられる。

（3）保護者支援
　保護者への支援については、日常場面のなか
で保護者が専門家に気軽に相談することができ
ることの重要性が示されていた（B，H，L，M，N）。
　通い慣れた幼稚園での相談は、保護者にとっ
て利便性が高く（L）、他の相談機関と比べると敷
居が低い（M）ため、気軽に利用しやすい（B）と考え
られる。送迎時に挨拶を交わしたり（H）、園庭に
出て保護者と話したりする（N）など、KC が日常
場面に存在することによって、保護者が相談し
やすい環境がつくられ（N）、必要な支援を提供す
ることができるといえる。また、保護者向けの
講演会や懇談会などの開催も KC の周知には有
効である（L）。
　次に、個別相談については、その占める割合
が非常に大きく（M）、個別相談を通して保護者が
安心感を得て（C，N）、子どもを理解し（C）、育児にお
ける主体性（C，I）をもつことの重要性が示されてい
た。
　子育てに不安や困り感を抱いている保護者が
安心感をもつためには（N）、カウンセリングの基
本である傾聴・受容・共感の姿勢が面接を支え
る基盤（C）となるが、KC の個別相談は 1 回で終
了する場合が大半であるため、実際に役立つ助
言を必要とすることが多い（M）。その際、一般的
な対処法を伝えるのではなく、保護者とともに
具体的かつ実行可能な対処法を考え（C，J）、保護者
自身が主体性をもって育児に取り組める（C，I）よう
に支援することが保護者支援において大切にな
る。また、子どもを理解することで保護者は安

心感をもつことができ（N）、前向きな育児に繋が
っていく（C）。
　さらに、KC の役割として、保護者同士の関
係性づくりの一助となり得る可能性についても
示唆された（I，N）。
　保護者は子育てに関する困りごとや心配事を
ほかの保護者と共有し、多角的視点を得ること
で、本来持つ力を取り戻すことができたり（I）、子
育ての喜びを他者と共有することで心のゆとり
をもつことができたりする（N）。その点において、
保護者同士の関係づくりの場を提供することも
KC の重要な役割の一つと考えられる。
　子育てに関する悩みを抱えながらも、なかな
か相談することのできない保護者は少なくない
だろう。外部の専門機関と異なり、日常場面に
関わることができる KC は保護者にとって身近
な存在となり得るため、KC の働きかけは重要
なものとなる。スクールカウンセラーが学校の
中で保護者と接触する機会を持ち、スクールカ
ウンセラーの人となりを伝えていくことで、親
和的イメージが向上して利用を促すことができ
たり（藤後・大橋・岩﨑，2016）、広報活動な
どを通してスクールカウンセラーの雰囲気が分
かることで相談に対する心配が低下したりする

（山崎・飯田，2016）ように、KC も園庭での何
気ない会話や講演会などを通した日常的かつ積
極的な関わりを保護者との間に持つことでその
人となりを知らせることができ、KC に対する
親和性や信頼感が高まることによって、身近な
存在としてより多くの保護者に必要な支援が行
き渡ると考えられる。また、個別相談を通して
保護者が安心感を得て、子育てに対する具体的
な方法を考え実行しようとすることは、保護者
自身の自己肯定感や主体性の向上に寄与する。
親の主体性が育まれることで親子関係が肯定的
に動くことに繋がる（松永，2014）との指摘も
あり、個別相談によって保護者が子どもに対す
る理解を深め、主体的に子育てに向き合えるこ
とは、安定した親子関係の構築に繋がる可能性
がある。さらに、同時期に子育てをしている人
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との繋がりをつくることは、社会力が育つ親支
援としても有効である（虫明・西山・髙橋，
2015）。保護者に対する個別的で直接的な支援
だけでなく、保護者同士の関係づくりなどの間
接的支援をも行うことで、保護者はより安心し
た環境で主体的に子育てに取り組むことができ
ると考えられる。

（4）園児支援
　園児への支援については、園内でのプレイセ
ラピーや療育などの直接的な支援に関する報告
はあまり見られず、園児を観察したり関わった
りすることでアセスメントし、保育者支援や保
護者支援へ活用するといった間接的な支援につ
いて報告されていた（B，E，H，J，L）。
　KC は、園児が日常的に過ごしている幼稚園
での生活を送迎時の様子も含めて、直接、定期
的に観察したり、関わりをもったりしながらア
セスメントすることができる（E，J，L）ため、より的
確なアセスメントにつながり（J）、有用な支援方
法の立案に活用することができると考えられる。
一方で、心理検査や発達検査を用いずに、正確
な発達水準等をアセスメントすることは難しい。
KC は、園児の行動観察や、保護者および保育
者からの聴き取りによって専門的支援の必要性
の有無を判断し、専門的支援の必要な園児には、
早期に専門機関へ繋げられるよう配慮すること
が必要と考えられる。
　また、園児とともに遊ぶことによって子ども
の警戒心を下げることができ、園児に対する心
理臨床的関わりへ円滑に移行することが可能と
なる（H）ことや、遊びそのものが発達を促進する（C）

など、KC が園児と遊ぶことそのものが、園児
の心理的成長に有効であると示唆された。日常
的に、園児とやり取りする機会をもつことで、
直接やり取りはしていない園児たちにも KC の
存在が伝わり、困り感を抱いたときに子どもか
ら KC へ関わりを求めることに繋がる（B）といっ
た予防的な効果も期待される。幼稚園という場
は、心理相談室のプレイルームや面接室とは異

なり、情報や要因が非常に多いため、プレイセ
ラピーと全く同じ関わりは不可能ではあるが（B）、
心理臨床実践の基本姿勢や基本技術を意識して
関わることが重要（B）との指摘があり、園児に対
する直接的な支援方法について幼稚園における
KC の支援の独自性をさらに検討する必要性が
示唆された。
　スクールカウンセリングと比較すると、キン
ダーカウンセリングで園児を直接対象とする活
動は現状では多くはない（菅野，2004b）が、心
理臨床の専門性を活かして子どもの声を聴き、
表現を見守り、受けとめるといった姿勢を KC
は求められている（F）ことに留意する必要がある。
幼稚園等で適切な支援を受けた発達障害児は就
学後も全体的な困難度が低いまま維持されてい
るとの報告（平澤・坂本・池谷ら，2012）もあ
り、今後もより有効な園児支援のあり方を検討
していくことが必要であろう。

（5）他機関との連携
　他機関との連携については、公的な相談機
関（I）、発達等の専門機関（C）、医療機関（E）、園児が
利用している療育機関（E，H）、小学校（H）、などとの
連携の重要性が示されていた。
　園児の行動観察や、保護者および保育者から
の聴き取りのみでは、正確に発達をアセスメン
トすることは難しいことをKC は十分に認識し、
必要に応じて発達等の専門機関へ繋いだり（C）、
園児が利用している療育機関等と連携（H）したり
する必要がある。また、KC は月に 1 回程度の
勤務であることも多いため、実際にフォローで
きる件数には限界があることや、より長期的な
支援も視野に入れて、適切な専門機関を紹介す
る（E）ことは KC の行う支援のなかでも重要なも
のと考えられる。また就学時には、小学校での
支援が円滑に進むよう幼小連携の役割を担った
り（H）、公的な相談機関や気軽に利用可能な電話
相談などの社会資源を紹介したりする（I）ことも、
子どもと保護者への継続的で切れ目ない支援に
繋がる可能性がある。
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　KC の勤務頻度は一般的に多くはなく、KC が
直接的に行える支援には限界がある。また、幼
稚園という場で発達検査等を用いたアセスメン
トを行うことは難しい場合が多い。そのため、
他機関への紹介や連携が必要になると考えられ
る。専門機関での的確なアセスメントは、支援
方針の立案に活用され、園児の成長に役立てら
れるだろう。また、アセスメント結果を KC も
共有することができれば、保育者へのコンサル
テーションを通じて、保育上の配慮や工夫等に
活用することも可能となる。
　KC は、直接的支援だけでは様々な点におい
て限界があることをふまえ、地域の専門機関等
と連携することによって、園児や保護者をきめ
細かくサポートする役割を担うことが重要であ
る。他機関との有機的な連携を行うためには、
KC は幼稚園周辺にある多様な機関に関する情
報を収集し、連携できる体制を予め構築してお
くことが望ましいと考えられる。

（6）KC に期待される役割と必要とされる技能
　KC に期待される役割としては、保育者支援
におけるコンサルテーション（E，F，N）、保護者支援
における相談活動（C，E）、園児支援におけるアセス
メント（B，F）、他機関との連携や保育者・保護者・
園児の橋渡し活動（E，J）等が示され、その役割を担
うために必要とされる技能とともに以下に考察
する。
　保育者へのコンサルテーションは重要な活動
であり、KC は、発達のアセスメント能力と子
どもの心身の成長や社会資源とのつなぎ（F）など、
幼児に関する生物的、心理的、社会的側面から
の幅広い知識が必要とされる。また、子どもの
様子を直接把握したうえで、専門的な立場から
現状に至る背景を保育者に分かりやすく説明
し（E）、今ここでできる対応の工夫やアイデアを
保育者へ提供したり（E）、園内（園長、担任、KC
など）での役割分担と連携の調整（N）を担うこと
など、説明力や調整力といった高度なコミュニ
ケーション技能が必要とされる。

　次に保護者への面接等の支援活動においては、
KC は「何ができる人なのか」という点を明確
化して周知し（E）、保護者が KC の専門性を認識
することで、より効果的な支援に繋がる（E）と考
えられる。また、KC との面接は単回で終了す
ることが多いが、そのときに KC と良好な交流
を経験し、またKC の専門性を実感した場合は、
以降に、援助を求める行動に繋がりやすい（C）と
指摘されている。保護者にとって子育ては幼稚
園で終わるわけではなく、長期的に継続してい
くことから、幼稚園での心理臨床家との出会い
が、その後の援助要請行動にも影響する可能性
をふまえておくべきであろう。単回の出会いに
おいても、「役に立った」「話をしてみてよかっ
た」と保護者が感じることができるような的確
な助言や共感的態度の重要性が示唆される。
　園児支援にあたってのアセスメントについて
は、個々の子どもの状態を見立てるだけではな
く、子ども同士の関わりの発達段階（B）をも見立
てる視点をもつことで、幼稚園場面における関
わり方の工夫や対策を検討しやすくなる可能性
がある。保育者や園児と同じ場所に存在し、直
接観察し、リアルな場面を保育者と共有できる
ことでタイムリーな支援（B）や、保育者や園児に
寄り添った支援に還元することができる（B）。そ
のようなアセスメントには、上述の通り、子ど
もの心身の成長や社会資源等に関する幅広い知
識（F）なくしては実現することができないといえ
よう。
　園児の抱えている問題への対応にあたって、
保育者、保護者がそれぞれ向き合えずにお互い
に不満を感じて関係がうまく構築できない場合
などは、保育者、保護者が園児をめぐるチーム
として機能するように、「つなぎ的存在」（J）とし
ての役割も期待される。また、幼稚園卒園以降
についての長期的視点をもって、専門機関へ橋
渡しすること（E）も、園児の切れ目ない支援のた
めには重要である。KC は、幼稚園の中にいて
保護者や教職員とともに子どもの成長を見守り、
支援する（E）ことが活動の中心ではあるが、さら
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に、地域の子育て支援（L）に果たす役割をも期待
されている。KC は、園内だけでなく地域も視
野に入れた子育て支援活動に尽力することを求
められていることに留意し、地域にある各種専
門機関やそれぞれの地域の特徴について、十分
に理解しておく必要がある。
　令和 2 年度少子化社会に関する国際意識調査
報告書によると、「自国はこどもを生み育てやす
い国だと思うか」との質問に対して、「そう思わ
ない」と回答した者の割合が、日本は 61.1％に
のぼり、フランス 17.6％、ドイツ 22.8％、ス
ウェーデン 2.1％を大きく上回っていた（内閣
府，2021a）。さらに「子育てによる精神的疲れ
が大きい」と回答した者の割合についても、日
本が 43.1％で最も高く（内閣府，2021b）、2015
年の同調査結果と比較して 14.6 ポイント上昇
していた。日本における子育て支援は喫緊の課
題であり、より有効な心理支援のあり方を見出
すために、KC は実践活動を通して研究を積み
重ねることが重要と考えられる。
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